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三土
日ゐ‘

7 の北陸線

わ
が
闘
で
、
り
し
め
て
川
中
か
定
ッ

仁

の
は
明
治
円
午
の
ニ
と
で
あ
り
、
山
下
1
時
、

一
般
庶
民
は
小
川
市
の
こ
え
を

『
附
ぷ一

h
一

と
呼
ん
に
も
わ
で
丸
る

U

わ
が
北
静
線
が
開
通
し
た
の
は
制
ペ
後

の
こ
と
で
あ
り
、
明
治
二
十
円
年
か
ら
一
ム

が
に
U
W
F
し
て
、

川
約
二
一十
六
咋

P
7t

i

d

l

i
－

－

d
｛

l
 

牧
究
、
宮
山
間
が
問
泊
し
、
市
内
、

尚
一
礼

法
問
が
開
通
し
て
北
陪
線
の
全
線
完
泊
し

た
の
は
大
正
二
作
の
こ
と
で
あ
る
。
間

J

必

川叫
到
の
一

附
八
保
の
述
八口
共
進
会
，か
市
山

山
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
年
殺
の
刈
に
は
ご

存
じ
か
と
思
う
む

泊
ま
で
開
泊
し
た
の
は
明
治
問
十
一一
一年

同
月
で
あ
っ
た
し
州
、
U
門
海
間
一
か
開
泊
し

た
の
は
大
正
元
年
十
月
で
あ
る
。
北
階
級

人
上
通
の
ガ
ン
は
観
不
知
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
名
に
し
お
う
天
下
の
険
灘
不
仰
は

現
在
の
ト
ン
ネ
W
聞
き
く
の
技
術
で
は
た

い
し
た
こ
と
も
な
か
ろ
う
が
、
明
治
時
代

の
そ
れ
で
は
怨
像
に
絶
す
る
難
工
事
で
、

長
い
年
月
を
貸
し
仁
も
の
で
あ
る
。
工
事

め

P
M
任
名
は
削
に
什
刊
以
J
M』
新
築
し
、
次
み

と

μ、に
平
市
小
什山山
，M
引
な
も

勺
て
し
っ
く

り
と
ズ
険
に
ふ
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
．
点

在
の
朝
川
文
化
川
服
仕
女
学
院
の
注
札
制
が
そ
れ

で
、
羽
山
江
で
も
大
井
家
の
市
民
に
当
時
わ
一
ト

〆
ネ
・
μ
の
コ
事
に
川
い
に
レ
ン

．ヵ
で
作
ら

れ
た
土
肢
が
山
間
っ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
し

山山中
が
現

L

仕
の
川市
一点
には店
内位
、さ
れ
、
敷

地
や
通
路
の
l
．
が
に
か
か

っ
た
が
、
か九
は

り
の
前
さ
に
十・
を
盛
り
ト
げ
る
た
め
、
ムf

の
よ
う
に
プ
ル
ト
l

ザ
や
〆
ン
プ
が
な
か

っ
た
時
代
は
、
文
山
子
ど
お
り
人
海
戦
術
で

終
易
で
な
く
、
細
い
v

l
N
J
Z
敷
レ
た
上

に
手
押
し
の
ト
ロ
ッ
コ
に
よ
る
運
搬
で
あ

っ
た
。
当
時
荒
川
通
り
と
同
道
は

T
・午
形

で
あ
っ
た
が
、

新
し
く
駅
通
り
が
で
き
、

そ
の
あ
た
り
に
散
在
し
た
旅
熊
や
人
力
車

の
た
ま
り
場
が
立
ち
の
主
を
さ
せ
ら
れ
た

よ
う
に
思
っ
て
い
る
。

・川
ゲ
売
品
川
貧
小
山
A
W
H

」
と
は
犯
の
氾
憾

に
は
っ
き
り
と
は
な
い
が
、
駅
舎
の
外
は

旅
何
が

．
相
ぐ
ら
い
し
か
は
か

っ
た
よ
う

で
あ
る

v

た
し
か
い
ま
め

一．
二
す
’さ
や
」

で
あ
っ
た
ろ
う
し
そ
の
，フ
ち
に

U
通
ゃ
な

こ
か
が
屯
っ
と
、
配
向
二
以
、
六
円

υ
d
－

l
y

－

－

－

！

l
』

－J
1

4

j

物
か
北
ん
ど
。

初
め
て
九
単
十
ゲ
一み
仁
庭
師
宍
は
、
お
と
な

よ
り
も
子
ど
も
が
強
”
で
あ
る
。
九
時

の
子
と
も
た
ち
は
、
あ
お
も
せ
ず
に
、

般

か
あ
る
と
何
け
の
よ
う
に
汽
車
を
み
に

υ

っ
た
も
の
で
あ
る
乙
列
卒
か
ら
は
さ
捨
て

ら
れ
た
お
ぶ
の
ト
ひ
ん
合
持

っ
て
帰
っ
た

ニ
と
も
な
つ
か
し
い
下川
ル
レ
川
で
あ
る
υ

川訓

γ
山s
知
の
不
通
の
聞
は、

川
駅
は
北
降
線
の

鋭
、：れ
で
あ
っ
て
、
そ
の
頃
泊
発
新
橋
行
き

の
・
川
中
が
よ
っ
て
い
た
（
東
京
駅
は
ま
ど

で
き
て
い
な
か

っ
仁
）
。

昨
年
北
海
道
日
高
国
の
奥
地
を
旅
行
し

た
と
念
、
十
代
の
凶
ん
に
北
海
道
に
問
術
移

民
し
た
と
い
う
必
人
（
入
善
町
出
身
）
に

人
以
？
に
が
、
そ
の
人
は

「
自
分
は
若
い
時

に
は
哨
却
し

ち

」
と
が
あ
り
、
そ
の
頃
新
崎

駅
か
ら
川
ゆ

L

即日
の
’
川
市
に
の
っ
た
が
、
今

は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
ν

’一
と
、
全
く

浦
島
太
郎
の
よ
う
な
話
で
あ
っ
た
。

煙
を
吐
レ
て
主
る
汽
涼
・
か
ら
ジ
1
七

作

に
な
り
、
北
開
会
線
屯
化
も
既
に
近
く
、

今
や
、
ムハ
十
作
の
円
減
月
は
、
色
彩
あ
ざ
や

か
な
、
そ
し
て
ス
マ
ー
ト
な
特
急
列
車
の

後
に
変
わ
り
、
さ
っ
そ
う
と
北
陸
線
を
、

ば
く
湛
す
る
今
日
で
あ
る
b

（
大
菅
遥
二
）

ム
棋
題
W
A
d

真

V

泊
停
車
場
汽
車
開
通
式
当
日
の
風
景

（
氷
見
八
郎
氏
所
有
〉



委

員入
後
瞥
祭
器
朝
日
主
幹

長

田

正

二

八

昭

和

何

年

度

重

点

施

策

V

教

育

長
、

i

：
4

膏
少
年
対
策
全
町
遭
動
を
も
り
あ
げ
る

J
q

H
ur

却
坑

一

総
務
課
長

1

家
庭
の
日
の
実
時
間
を
す
す
め
る
。

大

平

勝

雄

Z

家
庭
教
育
学
級
の
開
設
。

民
生
課
長

1

青
少
年
団
体
の
相
互
連
け
い
と
話

藤

条

昇

巧

動

の

推

進

。

社
会
教
育
委
員
会
議
長

4．
積
極
的
な
広
報
活
動
の
展
開
。

七

沢

収

作

ら

青

少

年

活

動

特

別

地
区
の
指
定
。

中
央
公
民
館
長

ι
青
少
年
補
導
体
制
の
確
立
。

大

菅

達

二

（
教
育
委
員
会
〉

E
E

，
 

…
泊
校
下
防
犯
組
合
に

一

優

良

防

犯

団

体

表

彰

一

川

泊
校
下
防
犯
組
合
（
壁
掛
久
大
郎
組
た
、
隣
保
互
助
防
犯
活
動
を
抹
進
す
る

岬

…
合
長
〉
は
、
昭
和
三
十
年
十
一
月
一
結
成
た
め
、
他
の
伺
体
等
に
働
き
か
け
、
防

山

岨
さ
れ
て
以
来
、

組
織
の
充
突
、
強
化
を
犯
連
絡
所
の
充
実
に
つ
と
め
る
な
ど
の

崎

山
は
か
る
と
と
も
に
、
隣
保
互
助
防
犯
活
業
績
が
認
め
ら
れ
、
宮
山
県
防
犯
協
会

一

川
動
の
推
進
、
防
犯
診
断
の
実
施
、
少
年
連
合
会
か
ら
、
優
良
防
犯
団
体
と
し
て

崎

山
非
行
防
止
の
た
め
の
街
頭
補
導
な
ど
の
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

…

山
事
業
を
み
ず
か
ら
強
力
に
推
進
し
、
ま

ハ

総

務

謀

）
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青
少
年
対
僚
を
積
極
的

に
す
す
め
る
た
め
に
、
新

し
く
青
少
年
問
題
協
議
会

委
員
が
任
命
さ
れ
ま
し

た。八
委

員

名

V

会

長朝
日
町
長中

川

苑

職
務
代
理

朝
日
町
助
役

加

勝

俊

之

職
務
代
理

純明
会
文
教
厚
生
委
員
長

酒

井

栄

相
高
等
学
校
長

保
護
司
会
代
侵

児
童
委
員
代
表

在

田

祐

芳

区

長

会

代

表

西

井

達

吾

青
少
年
補
導
連
絡
協
護
会
長

学

校

長

代

表

国

・

中

忠

次

P
T
A連
絡
協
議
会
長

橋

安

防

犯

組

合

長

愛

場

久

太
郎

日
東
紡
泊
主
場
代
表
佐
藤
武
忠

体

育

協

会

代

表

高

後

山部

繁

婦

人

会

代

表

仙

名

敏

子

青
年
団
代

表

森

野

総

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
代
表

村

口

隆

造

児
童
ク
ラ
プ
代
表

佐

渡

庄

市

補
導
セ
ン
タ
ー
補
導
員
代
表

中
本 米

屋

繁

造

’税j

務i
だ

よ

り（

新
し
く
自
動
車
を

買

わ

れ

る

方

に

定

七
月
一
日
か
ら
自
動
車
取
得
税
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
税
金
は
、
地
万
道

路
、
と
く
に
市
町
村
道
路
の
盤
備
の
た
め

の
費
用
に
あ
て
ら
れ
、
道
路
裳
備
に
よ
っ

て
直
接
利
益
を
受
け
る
自
動
車
の
取
得
者

が
納
税
者
で
す
。

ω課
税
の
対
象
に
な
る
車
と
納
め
る
人

①
新
車
、
中
古
車
の
別
な
く
、
特
妹
自

動
車
（
カ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
自
動
車

ロ
ー
ド
・
ロ
1

－7
、
ホ
ー
ク
リ
ア
ト

等
）
、
二
輪
の
自
動
叫
却
を
除
い
た
自

動
車
の
取
得
に
対
し
て
謀
説
さ
れ
ま

す
。

凶
納
め
る
税
額

①
自
動
車
の
取
得
の
と
き
一
一
凹
限
り
で

そ
の
価
額
の
コ
一%
で
す
。

＠
割
敵
購
入
の
と
b
u

は
、
現
金
正
価

（
市
価
〉
の
三
%
で
す
む

①
無
償
や
特
別
の
事
情
で
市
制
よ
り
安

く
購
入
し
た
場
合
は
、
市
仙
の
一二
%

で
す
。

ω税
金
の
か
か
ら
な
トー
も
の

①
特
殊
自
動
取
、

二
輪
痛
な
ら
び
に
十

万
円
以
下
で
自
動
車
を
取
件
し
た
と

き
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
今

仙
納
め
る
方
法

ω自
動
市
を
取
得
し
ま
す
と
、
陸
連
ポ

務
所

（
富
山
山
新
U
R場
電

話

富

山
三
一
1
山
ハ
六
一
八
）
で
査
録
（
届
出
）

を
し
、
そ
の
手
続
き
と
同
時
に

「
自

動
車
取
得
税
申
告
書
」
に
税
額
を
白

分
で
計
算
し
て
納
税
し
ま
す
。

①
納
め
る
税
額
は
、
税
額
に
相
当
す
る

「
自
動
車
取
得
税
証
飯
」
を
富
山
県

自
動
車
会
護
所
〈
陸
運
事
務
所
西
隣

り
）
で
買
っ
て
、
申
告
書
に
貼
付
し

て
納
説
す
る
こ
と
に
な
う
て
い
ま

す
。

削
使
い
み
ち

①
収
入
額
の
三
O
%
は
県
道
の
整
備
に

七
O
%
は
市
町
村
道
の
延
長
、
面
積

に
応
じ
、
市
町
村
に
配
分
さ
れ
、
そ

の
整
備
に
使
わ
れ
ま
す
。

詳
細
は
陸
連
事
務
所
ま
た
は
、
県
税
務

謀
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
税
務
課
〉

所
得
税
第
二
期
介
の
納
期
は

七
月
三
十
一
日
ま
で
で
す

。
今
月
は
予
定
納
税
第

一
期
分
の
納
期
で

ナ
。
予
定
納
税
額
は
、
前
年
の
所
得
と

控
除
額
を
基
準
に
し
て
定
め
る
も
の
で

－
納
期
に
五
千
円
以
上
を
納
め
る
方
に

通
知
し
て
あ
り
ま
す
。

Q
と
き
ど
き
、
確
定
し
た
も
の
で
な
い
か

ら
納
め
な
い
、
と
い
う
方
が
あ
り
ま
す

が
、
予
定
納
税
は
納
期
で
あ
る
七
月
ま

た
は
十

一
バ
ま
で
に
発
十
’し
た
所
得
に

対
す
る
納
税
と
杉
え
ら
れ
、
前
納
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
遅
れ
ま
す
と
延
滞

税
が
か
か
り
ま
す
。
七
月
一
一
一十

一
い
ま

で
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

む
な
お
、
納
税
の
際
は
口
焼
振
瞥
制
肢
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
日
放
振
持
制
度
の

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
ま
た
は
も
よ

り
の
金
融
機
関
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

。

（

魚

涼

税

務

署

）

地
籍
図
及
び
地
籍
簿
の

閲
覧
に
つ
い
て
・

国
土
調
査
法
に
よ
り
、
下
山
新
、
下
林

及
び
細
野
地
区
の
地
籍
調
査
を
実
施
し
、

地
籍
図
及
び
地
籍
簿
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
関
係
地
図
及
び
簿
冊
を、

次
の
と

お
り
一
般
の
閲
覧
に
供
し
ま
す
か
ら
、
関

係
の
あ
る
方
は
、
必
ず
閲
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
期
聞
が
過
ま
ま
す
と
岡
県
議

が
な
い
も
の
と
し
、
政
府
の
認
証
を
う
け

廷
記
所
に
そ
の
写
し
が
送
付
さ
れ
て
今
ま

で
の
台
帳
を
閉
鎖
し
、
こ
れ
が
基
本
と
な

り
ま
す
。

一
、
閲
覧
期
間

附
和
四
十
三
年
七
月
二
十
二
日
か
ら
八

パ
十
日
ま
で
の
問
、
毎
日
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で

一
、
閲
覧
の
場
所

朝
日
町
役
場

（
建
設
諜
調
査
計
画
係
）£~ 

今

月

は

同
定
資
産
税

第
二
期
分
を

納
め
る
月
で
す
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柏
原
長
孫

史

跡
柏
原
家
墓
碑
群

所
在
地

朝
日
町
大
京
庄

一
、
岡
三
一
日一

管
理
者

あ

こ
の
一事
碑
群
は
、
室
町
時

代
か
ら
、
昭
和
に
至
る
各
時

代
の
華
が
全
部
そ
ろ
っ
て
お

り
、
お
墓
の
博
物
館
と
も
い

え
る
、
ま
こ
と
に
珍
ら
し
く

貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

墓
碑
は
、
宝
き
ょ
う
印
塔

五
輪
塔
（
以
上
室
町
時
代
〉
、

以
下
、
安
上
桃
山
時
代
、
江

戸
時
代
、
明
治
以
降
ま
で
七

十
余
塞
で
一
群
を
な
し
て
い
る
。

柏
原
家
の
祖
先
は
孫
兵
衛
普
興
と
い

い
、
寛
文
年
間
（
て
六
六
一

t
一
、
六

七
二
）

E
R
興
寺
を
創
立
し
て
い
る
。

こ
の
墓
の
形
状
か
ら
み
て
、
柏
原
家
は

も
と
こ
の
地
方
の
豪
族
で
あ
っ
て
、
同
家

（駁説錫討）第1日号(3) 

ほ
室
町
時
代
か
ら
今
円
ま
で
燃
承
さ
れ
て

い
る
も
の
と
推
w訳
さ
れ
る
。

柏
胤
・
娠
の
由
緒
厳
に
よ
れ
ば
、
大
A
M

一ん

作
（
一

、
f
A
七一
一一
）
か
ら
克
丈
式

γ
（一、

六
六
こ
ま
で
平
僧
舛
で
あ
っ
た
か
、
克

文
二
年
に
制
興
し
、
閉
山
に
日
灼
一人
川
大
和

尚
が
起
用
さ
れ
て
い
る
。

一円
九
号
（
一
月
号
）
以
来
訟
け
て
主

ま
し
た
町
指
定
文
化
財
紹
介
（
附
ト
二
年

指
定
分
）
は
今
回
を
も
っ
て
然
り
ま
す
む

ま
だ
朝
日
町
に
は
末
指
定

の

文

化

財

が

朝

H
町
一
兇
人
け
婦
人
公
で
は
、
ふ
勺
度
件

数
多
く
残
っ
て
お
り
、
指
定
次
第
制
介
い
部
研
修
会
の
主
題
を
、
五
点
H
抑
の

一
っ

た
し
ま
す
。

で
あ
る

「
新
生
所
運
動
合
推
放
す
る
と

す
で
に
指
定
さ
れ
た
文
化
財
、
ま
た
こ

し
て
、
こ
の
絞
斡
部
約
八
イ
名
が
山
肌
し

れ
か
ら
指
定
に
な
ろ
う
と
し
て
レ
る
文
化
て
研
修
会
を
行
な
っ
た
。

財
を
、
み
ん
な
で
大
切
に
似
存
し
、

朝
U

分
科
会
で
話
し
合
っ
た
問
題

町
の
文
化
遺
産
を
子
孫
に
践
し
た
い

も

の

て

時

間
励
行
に
つ
レ
て

で

す

。

（

教

育

要

員

会）

ほ
と
ん
ど
の
地
．民
で
は
よ
く
叩
ら
れ

（
五
月
五
日
制
仲
介
山
）

小
学
男
二
百
米
山
由

m一

①
本
問
実
（
・川
小
）
⑦
小
説
併
也

（泊
中〉

北
陸
三
県
総
合
餓
銀
大
会
水
上
観
筏
会

（
十
ハ
パ
二
十
三
日
沼
山
市
）

中
学
男
子
四
百
米
自
由
明

①
本
田
突
〈
泊
中
）

商
館
陸
上
銀
銭
週
手
権
大
会

（
五
月
五
日
高
田
市
）

中
学
女
子
百
米

①
河
村
粒
子
〈
泊
中
）

ム
朝
日
岳
、
白
馬
岳
登
山

－
加
者
募
集

〈
A
）
朝
日
岳
コ
ー
ス
〈
7
月

u
u
t
m

u〉
宿
泊
費
九

O
O円

（B
）
朝
日
岳
、
白
鳥
岳
コ
I
ス

（

7
月

u
n
t
m
B〉

宿
泊
費

一一、

0
0
0円

七
月
二
十
副
ま
で
に
、
A
、
B
別
の
希
盟
コ

ー
ス
を
添
え
て
朝
日
町
教
育
委
員
会
内
体

協
楳
へ
申
し
込
む
。
（
朝
日
町
体
育
協
会
）

第 14田町民

排球大 会

〈
六
月
九
日
宮
崎
小
学
校
）

男
子
①
大
家
庄
①
山
崎

女
子
①
笹
川
①
五
一
箇
庄

マ
第
十
八
回
ニ
・
市
一
郡

中
学
駅
伝
競
走

〈
六
月
二
十
九
日
）

①
魚
津
西
部
中
（
臼
分
叩
秒
0
）
①
泊
中

A
〈
印
分

M
秒
5
〉
①
小
川
中
B
（引
分

0
秒
0

）

マ
水
陸
で
活
置
す
る
中
学
生

＊
健
三
県
竃
内
水
よ
・
銀
大
会

係〈⑤浴室タ

日町婦人会

部研修会

朝

幹

て
い
る
が
、
今
後
な
お
次
の
山
…ιr考
慮

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

－
集
ま
り
ゃ
ず
い
日
時
を
相
殺
し
て
含

め
る
ゐ

・
始
め
と
終
り
の
時
聞
を
守
る
む

－
h
合
の
品
川
知
は
一一
、
一一一
川
前
に
す
る

ょ
う
0

・
役
員
は
開
会
三
十
分
将
前
に
奴
合
し

て
開
会
の
準
備
を
完
了
し
て
お
く
こ

ル
ι

。

－
魅
力
の
あ
る
会
合
を
聞
く
よ
う
に
工

夫
す
る
こ
と
。

－
個
人
偶
人
の
自
覚
が
最
も
大
切
で
あ

4
Q

。

二
、
会
服
の
活
用
に
つ
い
て

ωλ（
訂
版
を
も
っ
て
い
な
い
全
員
に
刻
し

て・
仙
絡
が
ね
い
か
ら

山
女
い
品
物
を
斡
旋
す
るむ

．
つ
く
っ
て
も
利
用
度
が
低
い

婦
人
会
、
保
育
所
、
学
校
符
の

会
合
に
出
席
す
れ
ば
利
用
肢
が

低
い
と
は
い
え
な
い
。

M
W
一、

ニ
の
例
外
を
除
い
て
は
ほ
と
ん

ど
会
合
に
着
用
し
て
い
る
。
し
か
し

地
区
外
の
会
合

（
中
、
高
校
の
入
・

卒
式
等
）
に
に
着
用
し
て
い
な
い
所

も
あ
る
の
で
、
本
年
度
か
ら
は
み
ん

な
そ
ろ
っ
て
着
用
す
る
よ
う
努
力
す

る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

一一
一
、
病
気
見
舞
の
お
返
し
ゃ
葬
式
、
法
事

の
お
手
伝
い
の
お
て
ま
を
廃
止
す
る
こ

と
に
つ
い
て
。

・
町
会
地
区
非
常
に
よ
ろ
こ
ば
れ
て
よ

く
実
行
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
部
蕗
の
末
端
ま
徹
底
し
て
い

な
い
所
も
あ
る
か
ら
、
部
落
担
当
の

役
員
は
事
前
に
該
当
者
に
連
絡
を
す

る
方
が
望
ま
し
い
。（

連
合
婦
人
会
V

b
n

－

K

一

一

大

…

肘

忠

弘
比

一

一

表

制
山
入
山
十
川

一

l

J
t

、
、

6

・

一
時

刻

J
削

・
明
苅
円

一

M
g

割
引

L
L

当

HI

J

GUT
－

－
嚇

劃

引
射
し
1

1

竹
川

一

ー

：
L
－

i
l

－

－

一
…
白

河

船
側

…
鮒
訓
川
町

一

一
付
制

口

＆
抑

…
川
山
口
山
町

一

一

日

喰

国

プ

伊
吹

…
滑

朝

各

一

一
月
料

9
川

…
唯

一
加

↑

一8
泊

第

新

－－

啓

↑

町

営

プ

l
ル

開

場

水
比
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
朝
日
町
一
国

プ
ー
ル
を
、

六
月
二
十
二
日
か
ら
九
月
十

五
日
ま
で
、
次
の
と
お
り
凶
場
し
ま
す
。

開

場

時

間

旬
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
。

似
し
、
児
輩
、
小

・
中
学
生
は
午
後
五

時
ま
で
。

入

場

料

大
人
（
高
・
大
生
含
）

三
十
円

中

学

生

二

十

円

小

学

生

十

円

利
用
上
の
注
憲

－v監
視
員
の
指
示
に
従
う
こ
と

V
食
後
一
時
間
、
身
体
の
調
子
の
悪
い

と
き
は
水
に
入
ら
な
い
こ
と

V
貴
重
口
聞
は
必
ず
窓
口
に
あ
ず
け
る
ζ

〉
M

’v持
物
に
自
分
の
氏
名
を
書
い
て
お
く

h

」

L
」

’vプ
ー
ル
サ
イ
ド
や
水
の
中
で
悪
ふ
ざ

け
を
し
た
り
、
い
た
ず
ら
を
し
な
い

い
』
・
乙

臨
時
電
話
を
と

0
つ
け
ま
し
た

番
号
は
①
1
2
1
4
0で
す
。

〈
教
育
数
員
会
〉

’onunヨ
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食

道

ガ

さあ（＝~議品易会~） 第155号

1成人病シリーズ！

ン

鴨下時の食道と気管の関係

1:1 1事E

rr －戸川

I｛，いa

t蒜下時

。
倹

査

方

法

一、

一
般
に
普
及
し
て
い
る
X
線
検
査

二
、
内
同
時
鏡
検
査

二一
、
細
胞
及
び
バ
イ
オ
プ
シ
1
、

ソ
ト

1

7

括払 l時にはゆ矧カ；’.0～ 1.5あカ・り 舌伎と咲 I

県盆ヵ：喉減の入uをふさぐようになる。これ

とfa1時に軟1-1蓋があがって、鼻腔もふさがれ

る勺 したがって口腔から人った食物は気管に

入らずに食過を下ることになる。

。
治

療

方

法

一
、
外
科
的
手
術

二
、
一
ア
一
ジ
ユ
ウ
ム

一一
一、
放
射
線
療
法

以
上
あ
ら
ま
し
を

－
間
単
に
述
，へ
ま
し
仁

が
、
少
し
で
も
ガ
ン

…
に
対
す
る
知
織
を
得

一
ら
れ
、
早
期
発
見
、

．
早
期
治
療
の
手
が
か

一
り
と
し
て
レ
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
民
生
諜
）

he
l

，、et
e
も・
f

，、e
J

’a’e
t
eも
e
f

，、e
J－－
e
t
eも－
f

，‘e
J

，、e
t
e
aぷ

…
交
通
違
反

（軽
い
も
の
〉
に

…

九

反

則

金

制

度

の

適

用

…

骨

，

V

七
八

一
日
い
か
ら
、
軽
い
交
通
沌
反
に

の
手
続
き
に
よ
り
刑
罪
か
訓
せ
ら
れ
ま

一’
 

b

は
、
従
来
の
別
金
の
か
わ
り
に
反
則
金
す
む

，

V

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
し
こ
れ

λ
例

V

吋

ふ
は
、
交
通
泊
以
や
栴
酢
レ
巡
転
、
何
免
パ
述
度
組
過
F

十
．九
キ
ロ
以
上
〉

九

ι

運
転
お
よ
び
必
慢
な
運
転
進
一民
〈
一一
．卜

一
万
川
か
九
四
千
円

引

れ
・h
．
午
ロ
以
上
の
速
度
進
反
咋
）
な
の
ぞ
検
敵
嶋
監
組
…
泊
（
十
割
以
上
）

一

品
い
た
、
比
較
的
軽
微
な
白
地
一
反
を
一
反
則

υ

八
f
円
か
ら
川
千
円

～

一
A
の
と
し
、
刑

mmを
凍
す
る
よ
と
な
く
、あ

ト

回

U
V

慨
…

悦

一

品
ら
か
じ
め
指

正

し

た

期

間

内

に

拘

山

さ

－

h
f川
か
ら
一二千
川

れ

喝
れ
た
金
融
機
関
戸
郵
便
局
ま
た
は
阪
行〉

迫

挫

し

進
一
以

い

吋
へ
い
反
則
ふ
況
を
納
リ
ハ
す
れ
ば
よ
い
と
い

D

h

ハ
千
円
か
ん
一一干

N

れ

“
も
の
で
す
。

駐
停
市
恥
白
地
以

V

一

も
し
、
指
定

さ

れ

た

期

間

内

に

ニ

の

山

十

円

か

ら

二
千
川

ふ

A
M
則
金
を
納
入
し
な
iv
と
ぎ
は
、
泊
常

（
人
必
也
市
察
署
）

U

．a－．， 
．．． 
、va－－’
1
・・4
・・・，
，．，‘
．．． 
，，
‘．，

a、z・・・’＝－
va、．．． 
，，
a・’
a、．．． 
，
 
．．．． 
、，
aE’ー・’1
・7
‘．．．． 
，
a，：、
a・．，
．．
 

‘Ea－－’
1
・・4
・

寸
泊
病
院
の
食
堂
営
業
」

「

希

望

者

募

集

L

プ
イ

川
病
院
内
で
、
食
堂
の
委
託
経
営
を
希

望
さ
れ
る
方
を
、
次
の
袋
割
に
よ
り
易
相
米

し
ま
す
。

ト

委

託

者

数

一

名

Z
食
堂
面
積

一
六
二
平
方
米

3
．受
託
資
絡

朝
日
町
に
肘
依
す
る
者
で
、
川
刷
用
帥

の
免
許
を
有
す
る
も
の

A
受
付
申
込
手
続

的
受
付
期
間

自
昭
和
附
十
三
年
七
月
十
日

．全
附
和
問
十
一
一一
年
七
月
二
十．九
日

伺
申
込
用
紙
は
泊
病
院
事
務
室
に
お

ヤ
て
交
付
し
ま
す

ー
’
安
託
弱
の
決
定

別
途
選
巧
の
う
え
決
定
し
ま
す
し

（
拍
病
院
）

－－ 
-
． ． 

喝, 

－ 

． 
． 
τ ． 
一・

－ 

-． 
． 
= 
' 

－ ． ．． ． 

七
月
の
人
権
身
上
相
談

II 

侍

七
月
十
五
H
（月
）

午
後

γ時
か
ら
一二
時
ま
で

州
職
工
会
館

f品

前

・・・・・
；・・・：・・・
．．． 
，2
2

・・・1
・・2
，．．
 
r

・2
・・＝
z
’・・・
・Ez
－－－－z
z
zz
・2
：

富
山
県
警
察
官
募
集

－A験
期
日

昭
和
問
十
三
年
九
八
十
五

u

d
験
堀
所

晴れんな
富
山
小
部
市川市丸
f
校

－T
詳
制
に
つ

い
て
は
、
民
人
市
安
員
会

直
V

精
局
、
県
瞥
緒
川
本
総
普
務
叩
州
、
ま

た
は
も
よ
り
の
繁
一集
客
へ
問
レ
什
わ

せ
く
だ
さ
い
む

戸
入
王
位
宵
京
活
）

あぶないグ

列車のあとにまた列車

a品
τ
n
u
n
U

ド,';'J. ＇二川＼

一一
．
目
配
見
，だ．

i
u
v

一

ダ
イ
ヤ
ル
通
話
で
も
夜
間
割
引
に
な
り

ま
す
し

一
、
伝
聞
割
引
油
漏
は
六
十
キ
ロ
メ
l

卜
山
円
以
上
の
と
こ
ろ
へ
か
け
る
通
話

で
ナ
。

一
、
〆
イ
・
マ
戸
通
話
で
も
割
引
に
な
り

ま
す
。

山
他
擁
ダ
イ
ヤ
山
戸
通
話
さ
れ
て
も
割
引

時
間
内
は
、
七
川
角
り
の
通
話
時
間

が
．
以
く
な
っ
て
割
引
に
な
り
ま
ナ
ω

て
波
間
で
も
な
る
べ
く
〆
イ
ヤ
山
通

ぶ
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

（胡
H
電
報
電
話
向
）

Gil 銅
剣＼;,t送集
｛史 刷兼
需： 先－
号 i出i 料 1~dr

食
道
と
は
、
明
頑
と
阿
の
聞
の
制
長
し

管
で
、
食
物
を
胃
に
送
る
輸
送
路
で
す
む

粘
膜
、
筋
周
、
外
膜
か
ら
な
っ
て
、

二
十

五
仰
ぐ
ら
い
で
す
ω

的
原
因
は
、
刺
激
性
の
飲
免
物
JV

め
む
人

に
多
い
。

ω例
年
令
的
に
は
凶
荒
才
位
か

ら
多
く
な

り
、
五
O
才
l
六

O
才
が
最
も
か
か
り

ゃ
す
い
。

付
早
期
に
発
見
す
る
に
は
ど
う
し
仁
ら
よ

し
ヵ
。

O
初

期

症

状

－
、
物
が
つ
か
え
る
感
じ
が
す
る
ら

二
、
食
道
異
物
感
が
す
る
し

三
、
胸
骨
後
方
の
不
快
感
心

四
、
胸
骨
後
方
の
圧
迫
感
。

五
、
食
物
の
通
過
底
、
普
通
健
放
な
人

は
、
食
道
を
物
が
泊
る
の
を
意
識

し
な
い
。

六
］
食
物
を
の
み
こ
み
に
く
い
。

以
上
の
よ
う
な
初
期
出
状
は
、

三
力

月
位
で
食
道
通
過
障
害
と
い
っ
た
い
紅
状
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